
● 市の人口と世帯数 （平成１８年３月１５日現在） ● 人口　３９，９０５人（男 １９，１４９人／女 ２０，７５６人） ● 世帯数　１３，２１０世帯 
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（１） 子どもと高齢者の高齢者の交通事故防止交通事故防止 
（２） 自転車の転車の安全利用の安全利用の促進促進 
（３） シートベルベルトとチャイルドシートの正しい着用のい着用の徹底徹底 

（１） 子どもと高齢者の交通事故防止 
（２） 自転車の安全利用の促進 
（３） シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

青森県交通対策協議会　http://www.pref.aomori.lg.jp/koutu-anzen/

期間期間：4月6日（木）～15日（土）までのでの10日間 期間：4月6日（木）～15日（土）までの10日間 

運動の重点 運動の重点 運動の重点 

平成１８年 

　いつまでも住み慣れた地域で安心して暮らすためには、介護や医療といった個々のサービスだけでなく、
地域ぐるみで高齢者一人ひとりの生活を総合的に支えていく体制が必要です。その体制の中心的な存在とし
て直営で４月から地域包括支援センターを開設します。 

地域包括支援センターとは 
　保健、介護、福祉の３分野の専門職が連携し、市町村や地域の医療機関、介護（介護予防）サービ
ス事業者、ボランテイアなどと協力しながら地域の高齢者のさまざまな相談に対応する機関です。 

　　地域包括支援センターの行う事業 
　　　☆ 総合相談・支援や他の必要なサービスとの連携 
　　　☆ 介護予防マネジメントの実施 
　　　☆ 包括的・継続的マネジメントの実施 
　　　☆ 高齢者の虐待防止のための相談や権利擁護 

Ｑセンターはどこにあるのですか 
　地域包括支援センターは市役所の中にありますが、つがる市では各地区の高齢者が相談しやすいように
市内６か所の在宅介護支援センターに窓口相談の受付を委託しています。最寄の在宅介護支援センターに
お気軽にご相談ください。 

Ｑどのような人が利用できますか 
　高齢の皆さんは誰でも、地域包括支援センターを通じて、介護予防の支援を受けられます。認定審査で
「非該当」になった方や、基本健診などで生活機能の低下が見られた虚弱な高齢者の方で介護予防支援を
希望する方はご連絡ください。介護予防サービス等の内容の説明や相談に応じます。 

Ｑどんな時に利用できるのですか 
　介護に関する相談や悩み以外にも、健康や福祉、医療や生活に関することなど、どのような相談にも対
応します。「どこに相談するのかわからない」といった悩みも、まずはご相談ください。 
　問題に応じて適切な機関、制度の利用につなげます。 

Ｑ具体的にどんなことをするのですか 
　介護予防事業への参加を希望する方は、市が行う基本健診を受けていただきます。次に健診結果で介護
予防事業が必要と判定された方を包括センターの職員が自宅を訪問、高齢者ご本人が生活の中でやってみ
たいことを目標に掲げて、生活機能が維持、向上できるように運動や栄養改善、口腔機能の向上事業（介
護保険事業所に委託予定）に３ヶ月から６ヶ月間参加してもらい、効果がだせるように支援します。 

問い合わせ先 
つがる市地域包括支援センター　℡42-2111　　　　 
木造在宅介護支援センター　　　℡42-4620　　　在宅介護支援センター柏風園　　　℡49-5012 
森田在宅介護支援センター　　　℡49-7005　　　柏在宅介護支援センター　　　　　℡25-2115 
稲垣在宅介護支援センター　　　℡46-2902　　　車力宅介護支援センター　　　　　℡56-3000

春の全国交通安全運動期間 春の全国交通安全運動期間 春の全国交通安全運動期間 




